
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                表紙                     メイン目次 

 

残念ながら、NO22,NO23 が入手できずにいます。ちょっと飛んで NO24 の紹介を・・・・・ 

【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 フラヴィオ・クッキ 

イタリアのギタリスト。来日は 1 度だけということで（当時）、ほとんど日本では知られていない。 

◼ 8 歳の時に、アストリアス、バッハのプレリュードを弾いていた。10 歳になるまでには何度もコンサー

トをやってきた。その後は、エレキが好きになってそっちの世界へ行ってきた。ただ、そっちの世界は

荒れてて、ドラッグやなんやらで頭がおかしくなりそうで、21 歳の時にこっちの世界に戻ってきた。 

◼ テクニックが素晴らしいのだけどどのように身に着けたのか：小さいころからやっていると体に染みつ

いているのではないかな。5 歳から 10 歳までは、毎日、基礎テクニック練習をしていたので。だから、

いまでもテクニックをキープするために何か（スケール練習とか）する必要は全く感じない。パガニー

ニもそうだったと聞いている。 

◼ 最近のギター曲には 2 種類あって、一つは理詰めで複雑なもの。これにはもう興味はない。もう一つは

軽音楽的な感じのものだが、内容が貧弱で好きになれない。ということで、ノーマルなアルベニスやフ

ァリャの作品を弾いている。伝統的な作品を弾くのが楽しい。 

◼ 新しい作曲は、ダンジェロ、ラカニーナが気に入っている（yakateru:両作曲家とも知りません） 

◼ 使っているギターは、アンドレア・タッキ。とてもいい。ネックの付け根に二つの穴が開いている。 

◼ 教えるときに大切にしていることは、作品の読み方だと思う。そして、自由なイマジネーションを働か

せるように指導する。うまいギタリストは何百人もいるが、個性を感じるギタリストはそういない。 

◼ ギター以外に興味があるのは、サイエントロジーという宗教？形而上のことに興味がある。仏教や道教

にに似ているところがある。東京に、サイエントロジーの大きな施設があったはずだ。 

◼ 日本へのメッセージを：テクニックを磨くのは良いことだけど、それだけでなく演奏を通じて感情を伝

えて聴衆とコミュニケートしてほしい。聴く人は、指の動きに興味があるわけでなく、感情を伝えてほ

しがっているのだから。 

わかいころ波乱の人生を送っているだけに、インタビュー内容はとても面白いものがありました。 

 

【（新）リュート奏者の家系、ヴァイス家：ハンス・ネーマン】  

この号から、最もお気に入りの作曲家ヴァイスの話が始まった。今回は、ヴァイス家の伝記について。これ

から、ソル、バリオスについで、この連載特集については、まとめて整理して記したい。お楽しみに。 
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【（新）話題のアーティスト紹介 壷井一歩】  

1975 年生まれの兵庫出身の作曲家。ギターを弾ける人が作曲した曲と、弾けない人が作曲した曲との違

い、タンスマンや武満徹と、R.ディアンスやヨークの違いの話が出ますが、特に、違いが判らないらしく逆

にインタヴューアーに質問している。低姿勢でいいのではないでしょうか・・・・・・。 

◼ 武満徹のギター曲を弾いた時に、和音の響きが中心でメロディーが出てこないのを感じたが、ギター

曲に限っての話でなく時代的なものかもしれません。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：長岡増男】 

1952 年生まれのギタリストで、「ラジオ体操第 2」で有名になった？そうな・・・・・ 

◼ 自分の転機になったのは、ジャック・カステレードの「ピンク・フロイド賛歌」です。感性にぴった

り合って、それ以降は古典を弾くのはやめてしまいました。次が、「剣の舞」「ボレロ」ですね。結構

受けますよ。 

◼ 「プロ」か「アマ」かと聞かれると、どちらにもいて、ずるく使い分けています。今は「アマ」です。

演奏会をやってもギャラをもらいませんので。お客さんに「どうや！」みたいな演奏はしません。僕

が弾くと自然にお客さんの方から聴き行ってもらえるような、そういうのがいいですね。 

◼ 曲の暗譜方法として、調弦をしないで弾くということをやっている。なっている音は無茶苦茶でも頭

の中でちゃんとなっていて、指を間違えたらすぐに気づく。 

◼ きれいな音を出すために、割りばしで爪の先を磨いています。 

 

【新 マエストロ養成講座 第１１回】  

ＮＯ22，23 が手に入らなくてとんでいるので、このシリーズも NO24 で、モッツアーニの「ラリアー

ネ祭」が取り上げられています。習い始めの最初に出会う大曲ですが、とてもいい曲だと思います。 

 

【新連載 ヴィラ・ロボス作品の技巧分析と解釈 第８回 カルレバーロ】  

教則本で知っている「カルレバーロ」のヴィラロボス解釈が掲載されている。今回は、練習曲第１番の

詳細な解説です。カルレバーロによるヴィラ・ロボス練習曲への序文から始まります。 

◼ この練習曲は、決して無軌道に演奏してはならない。この練習曲の美しさは各音を明瞭に弾き、リ

ピートを伴ったそれぞれの小節ごとの様々な響きを生み出してこそ美しくなる。 

◼ アルペジオの 1 回目はフォルテ（4 拍目でピアノに）、リピートでピアニシモでそっと弾きエコーの

効果を出さなければいけない。1 回目と 2 回目は、右手指の角度を変える、また、1 回目は弦を指

頭でアタックする（爪は不要）。 

◼ 最後のハーモニクスは、作曲者の直筆譜を参考にされたい。 

 

 

 

 

 

 

練習曲 1 番の肝は、この繰り返しをいかに弾き分けるかのようです。そのために、技術的な対処方法が

極めて事細かに記載されています。これはなかなか勉強になります。また、ヴィラロボスの練習曲 1 番

から 12 番まで弾きこなせるようになりたい！と思いを新たにしました。 

 



【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」： 12 の練習曲プロジェクト。今回は最終版で、「総合的エチュー

ド」のなかなか高度な曲が掲載されています 12 曲の練習曲がそろうと、いろいろな調性の練習曲にな

っていることがわかります。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：今回は、ガーシュゥインの「スワニー」。なかなか持ち曲にす

るにはいい曲のようです。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：第 24 回は、セーハについての解説です。セーハを困難にする和音の形を

解説した後、セーハからの独立のための考え方に発展していきます。 

 

その他、「海外レポート」等もあります。第 24 号のメインは、そんなところでしょうか。 

また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 

 

 


